
桧
引
づ

　
　
　
　
　
　
荒
波
　
茂

　
台
風
が
通
過
し
た
直
後
の

1
6
日
に
行
わ
れ
た
、
宮
崎
県

甘
ベ
ッ
ト
記
念
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
国

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
地
域
社

会
の
国
際
化
」
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
た
。
参
加
者

の
５
削
弱
が
高
校
生
だ
っ

た
。

　
宮
崎
と
岡
山
を
結
ぶ
人
物

が
い
る
。
石
井
十
次
で
あ
る
。

彼
は
宮
崎
県
に
生
ま
れ
、
岡

山
医
科
大
で
学
ん
だ
。
当
時
、

東
北
地
方
で
は
第
一
次
世
界

大
戦
後
の
不
況
に
、
冷
害
に

石井十次国際貢献プログラム
よ
る
不
作
が
追
い
打
ち
を
か
け
、

窮
乏
し
た
農
家
は
娘
を
都
会
の
遊

郭
に
売
っ
た
。
石
井
は
「
娘
を
売

る
な
ら
、
岡
山
に
送
れ
」
と
手
紙

を
書
い
た
。
彼
は
１
０
０
０
人
を

　
　
超
え
る
孤
児
の
面
倒
を
み

　
　
た
。
救
済
活
動
の
た
め
に
大

　
　
学
は
卒
業
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
晩
年
は
宮
崎
に
帰
っ
て
活

　
　
動
を
続
け
た
。
今
や
画
架
で

　
　
伝
説
の
人
で
あ
る
。
倉
敷
の

　
　
大
原
孫
三
郎
を
始
め
、
多
く

　
　
の
岡
山
県
人
が
彼
を
支
援
し

　
　
た
。
宮
崎
で
は
生
ま
れ
故
郷

　
　
を
中
心
に
顕
彫
金
が
結
成
さ

　
　
れ
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　
　
県
内
で
も
、
宮
崎
県
に
九
州

　
　
保
健
福
祉
大
を
設
立
し
た
高

　
　
梁
学
園
を
中
心
に
顕
彰
が
始

ま
っ
た
。

　
発
展
途
上
国
で
は
エ
イ
ズ
で
若

い
世
代
が
死
亡
し
、
エ
イ
ズ
孤
児

が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
経
済
格

差
の
た
め
に
都
会
に
ス
ト
リ
ー
ト

チ
ル
ド
レ
ン
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
先
進
国
で
は
高
齢
化
が

深
刻
な
問
題
で
あ
る
が
、
発
展
途

上
国
で
は
孤
児
の
増
加
が
顕
著
化

し
て
い
る
。

　
日
本
で
は
高
齢
化
に
加
え
少
子

化
か
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
情
報

通
信
技
術
の
発
達
で
、
世
界
は
狭

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
知
恵
は
経

験
に
よ
り
、
知
識
に
優
先
順
序
を

つ
け
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
世
代

を
担
う
若
者
が
、
い
か
に
経
験
を

蓄
積
し
知
恵
を
身
に
付
け
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
大
人
の
課
題
で
も

あ
る
。

　
そ
こ
で
、
高
校
生
国
際
理
解
奨

学
金
制
度
（
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
士

を
提
言
し
た
い
。
自
我
に
目
覚
め
、

人
生
の
岐
路
を
迎
え
た
高
校
生
は

大
事
な
時
期
で
あ
る
。
1
0
年
後
の

県
民
力
に
、
国
際
理
解
の
機
会
を

与
え
る
の
で
あ
る
。

　
高
校
生
は
時
間
は
あ
っ
て
も
金

は
な
い
。
５
万
円
無
利
息
、
1
0
年

間
の
返
還
制
度
に
す
る
。
海
外
の

視
察
・
研
修
の
場
は
海
外
進
出
企

業
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
の
連
撫
で
準
備

す
る
。
「
石
井
十
次
国
際
貢
献
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
名
付
け
、
宮
崎
県

と
岡
山
県
が
連
携
し
て
創
設
し
て

は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
代
表
、

題
字
は
筆
意
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